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エ
ネ
ル
ギ
ー
と
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ

「
酉
年
」
に
呼
応
す
る
飛
翔
の
予
感

本
格
的
な
分
散
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
へ

～
キ
イ
ワ
ー
ド
は
、
熱
、
Ｖ
Ｒ
Ｅ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

飯
田

哲
也

佐
藤

建
吉 北

村

和
也

所
長

代
表
理
事

代
表

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
）

（
一
社
）洸
楓
座

（
一
社
）ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

日
本
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
研
究
所

「
２
０
１
６
年
、
太
陽
光

発
電
は
風
力
を
抜
い
て
最
も

安
い
電
源
に
な
っ
た
」
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
暮
れ
に
飛
び

込
ん
で
き
た
＊
１

。

わ
ず
か
数
年
前
に
は

ほ
と
ん
ど
誰
も
想
像

さ
え
し
な
か
っ
た

「
新
し
い
現
実
」
だ
。

し
か
も
、
こ
れ
さ

え
単
な
る
通
過
点
で

し
か
な
い
。
過
去
50

年
に
わ
た
っ
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
２
年
で

２
倍
の
性
能
向
上
を

と
同
じ
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
、
太

陽
光
発
電
の
コ
ス
ト
低
下
と

性
能
向
上
は
こ
の
先
も
続
い

て
ゆ
く
だ
ろ
う
。

そ
の
先
に
ど
の
よ
う
な
未

来
が
広
が
っ
て
ゆ
く
の
か
。

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持
続
性

か
ら
目
指
す
べ
き
は
、
も
ち

ろ
ん
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０

０
㌫
社
会
や
カ
ー
ボ
ン
フ
リ

ー
社
会
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
さ
れ
に
そ
れ

を
越
え
て
、
想
像
を
超
え
る

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
未
来

が
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い

か
。た

と
え
ば
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・

リ
フ
キ
ン
が
予
見
し
た
「
限

界
費
用
ゼ
ロ
社
会
」
だ
＊
２

。

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

共
有
型
経
済
を
支
え
る
、
無

尽
蔵
で
膨
大
な
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
ど
こ
で
も
フ
リ
ー

（
限
界
費
用
ゼ
ロ
）
で
得
ら

れ
る
要
素
が
一
つ
揃
い
つ
つ

あ
る
。

そ
れ
と
シ
ン
ク
ロ
し
て
い

る
考
え
方
が
、
未
来
学
者
レ

イ
・
カ
ー
ツ
ワ
イ
ル
の
提
唱

す
る
「
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ

ィ
」（
技
術
的
特
異
点
）
だ

ろ
う
＊
３

。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

様
々
な
ハ
イ
テ
ク
技
術
が
指

数
関
数
的
に
進
化
し
て
い
く

こ
と
で
、
２
０
３
０
年
代
に

は
「
人
工
知
能
が
人
間
の
知

能
を
越
え
る
」「
仮
想
現
実

が
リ
ア
ル
と
一
体
化
す
る
」

「
遺
伝
子
を
完
全
に
コ
ン
ト

ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
る
」

と
い
っ
た
、
夢
の
よ
う
な
話

果
た
し
て
き
た
「
ム
ー
ア
の

法
則
」（
技
術
学
習
効
果
）

が
現
実
に
な
る
と
い
う
の

だ
。
人
工
知
能
と
並
ん
で
も

っ
と
も
現
実
味
が
あ
る
の

が
、
太
陽
光
発
電
の
進
展
だ

ろ
う
。

む
ろ
ん
、
技
術
の
進
展

だ
け
で
安
易
に
問
題
解
決

が
で
き
る
と
思
っ
て
は
な

ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
急
激

な
技
術
進
展
が
思
わ
ぬ
「
副

作
用
」
や
「
反
作
用
」
を
起

＊1：ブルームバーグ2016年12月15日
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２
０
１
７
年
は
分
散
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
本
格
的
な
ス
タ

ー
ト
の
年
と
な
る
こ
と
が
「
決

定
」
し
て
い
る
。
年
頭
に
決

定
と
は
何
か
と
思
う
だ
ろ
う

が
、
押
し
戻
せ
な
い
流
れ
が

そ
こ
に
あ
る
。
こ
れ
を
裏
付

け
る
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

巡
る
進
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
想

像
を
大
き
く
超
え
て
い
る
。

パ
リ
協
定
の
〝
想
定
外
〟

の
早
期
発
効
は
、
日
本
政
府

の
対
応
の
遅
れ
と
い

う
相
変
わ
ら
ず
の
ガ

ラ
パ
ゴ
ス
性
を
表
出

さ
せ
た
。
パ
リ
協
定

は
脱
化
石
燃
料
を
確

定
さ
せ
、
再
生
エ
ネ

の
拡
大
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
効
率
化
を
強
く

要
求
し
て
い
る
。
再

生
エ
ネ
は
地
域
に
広

が
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

新
年
を
迎
え
て
、
文
字
通

り
、
こ
こ
ろ
を
新
た
に
す

る
。
こ
れ
は
、
本
紙
読
者
に

共
通
し
た
思
い
で
あ
ろ
う
。

著
者
は
、
二
つ
の
一
般
社
団

法
人
に
加
え
、「
わ
が
ふ
る

さ
と
応
援
隊
」
を
、
旧
年
十

一
月
、
一
般
社
団
法
人
を
新

た
に
組
織
し
た
。
三
つ
巴
の

新
年
と
な
る
。

を
夢
見
る
「
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
」
。

そ
し
て
、
「
わ
が
ふ
る
さ
と

応
援
隊
」
は
、
地
方
の
文

化
・
歴
史
・
自
然
、
そ
し
て

産
物
を
掘
り
起
し
、
東
京
と

④
教
材
風
車
は
、
機
能
設
計

を
終
え
、
デ
ザ
イ
ン
の
整
備

を
行
い
、リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
。

⑤
街
灯
風
車
は
、
一
部
受
注

を
受
け
、
仕
様
の
多
様
化
を

つ
な
ぐ
こ
と
を
銀
座
１
丁
目

の
拠
点
か
ら
、
持
続
可
能
性

に
貢
献
し
た
い
と
は
じ
め
た
。

今
年
は
酉
年
。
ア
ー
リ
ー

バ
ー
ド
に
負
け
な
い
先
進
性

を
活
か
し
た
事
業
の
展
開
を

進
め
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

旧
年
の
こ
の
年
頭
所
感
に
、

〝
Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ

Ｓ
〟
と
し
て
、
七
つ
の
目
標

こ
れ
ら
の
法
人

に
、
共
通
す
る
事
業

対

象

は
、

自

然
・

人
・
地
域
で
あ
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
す
る
社
会
を
望

み
、
創
設
す
る
集
ま

り
（
座
）
で
あ
る

「
洸
楓
座
」
。
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
適
用
し

た
地
域
社
会
の
未
来

を
掲
げ
た
。
以
下
、
そ

の
寸
報
で
あ
る
。

①
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
で

は
、
新
た
な
出
会
い
に

よ
り
、
地
域
の
竹
や
も

み
殻
を
有
効
利
用
す
る

事
業
計
画
に
発
展
し
た
。

②
太
陽
熱
利
用
は
、
自

家
で
の
見
本
適
用
と
し

た
。

③
太
陽
光
発
電
の
太
陽

追
尾
は
、
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
の

プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
、
新

規
設
計
で
適
用
さ
れ
る
。

整
備
し
て
い
る
。

⑥
シ
ャ
ド
ウ
フ
リ
ッ
カ
ー
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

は
、
大
学
院
生
に
よ
り
機
能

向
上
と
運
用
に
つ
い
て
研
究

中
。

⑦
展
望
台
付
き
風
車
は
、
選

定
さ
れ
た
設
置
場
所
の
観
光

面
で
の
環
境
条
件
に
つ
い

て
、
調
査
着
手
。

⑧
新
た
に
、
地
域
開
発
映
画

の
制
作
協
力
、
ロ
ケ
地
域
と

の
連
携
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
展
開
中
。

こ
う
し
て
、
旧
年
の
出
会

い
が
共
感
と
協
働
、
起
動
力

と
な
っ
て
い
る
。
酉
年
の
年

頭
に
飛
翔
す
る
予
感
が
得
ら

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

千葉県大多喜町にあるefco.jpの施設

昨年9月に自然エネルギー財団主催で行われた国際
ワークショップ及びシンポジウム。国内外から多数
の講演者が招かれ、国際連系線の可能性を議論した

日
本
で
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

主
役
の
年
に

大
野

輝
之

常
務
理
事

（
公
財
）自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
は
世
界
的
に

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
展
に

と
っ
て
画
期
と
な
る
年
で
し

た
。
年
末
に
は
、
世
界
の
風

力
発
電
の
設
備
容
量
は
５
億

㌗
に
、
太
陽
光
は
３
億
㌗
近

く
に
達
し
た
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
更
に
重
要
な
こ
と

は
、
発
電
コ
ス
ト
の
大
幅
な

低
下
が
続
き
、
世
界
各
地
で

行
わ
れ
た
電
源
入
札
で
、
火

力
発
電
な
ど
他
の
電
源
を
抑

え
て
契
約
を
獲
得
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
中
で
は
最
も
コ
ス
ト
高

な
洋
上
風
力
発
電
で
さ
え
、

デ
ン
マ
ー
ク
沖
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
１
㌗
時
当
た
り
６

～
７
円
と
い
う
驚
異
的
な
低

価
格
の
契
約
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

脱
炭
素
化
を
決
定

づ
け
た
パ
リ
協
定
の

発
効
に
よ
り
、
世
界

の
ビ
ジ
ネ
ス
は
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０

㌫
へ
の
転
換
を
、
こ

れ
か
ら
の
投
資
や
成

長
機
会
と
し
て
活
用

す
る
方
向
に
転
換
し

て
い
ま
す
。
気
候
変
動
対
策

に
消
極
的
な
ト
ラ
ン
プ
政
権

が
発
足
し
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス

主
導
で
進
む
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
拡
大
が
勢
い
を
弱
ま
る

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

日
本
で
は
、
昨
年
秋
以

来
、
旧
態
依
然
の
電
力
シ
ス

テ
ム
を
擁
護
す
る
よ
う
な
動

き
も
あ
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
進
む
世

界
の
流
れ
に
逆
ら
う
試
み

は
、
い
ず
れ
失
敗
に
終
わ
ら

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団

は
、
お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
８

月
に
設
立
５
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

か
ら
は
、
11
月
に
移
転
し
た

西
新
橋
の
新
た
な
オ
フ
ィ
ス

を
拠
点
に
、
多
く
の
有
能
な

ス
タ
ッ
フ
の
参
加
も
得
て
活

動
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大

を
可
能
と
す
る
電
力
シ
ス
テ

ム
改
革
の
あ
り
方
、
コ
ス
ト

ス
タ
デ
ィ
、
自
治
体
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
提
言
、
更
に
は

ア
ジ
ア
ス
ー
パ

ー
グ
リ
ッ
ド
実

現
へ
の
戦
略
な

ど
、
様
々
な
分

野
で
多
く
皆
様

と
共
に
取
組
み

を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

こ
し
う
る
こ
と

を
常

に

警

戒

し
な
け
れ
ば

な

ら

な

い
。

と
は
い
え
正

月
く
ら
い
は
、

驚

異

的

に
進

展
し
つ
つ
あ
る

現
実
の
行
く
末

の
想
像
を
巡
ら

し
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。


